
                

              

 

                            

                              

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                                             

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
包
括
的
性
教
育
」
と
は
、
身
体
や
生
殖
の
仕
組

み
だ
け
で
な
く
、
人
間
関
係
や
性
の
多
様
性
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、
人
権
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
を
含
む
性

教
育
だ
。 

2 0 0 9

年
、
ユ
ネ
ス
コ
を
中
心
と
し
て
発
表
さ
れ
た

「
国
際
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
教
育
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

に
は
、
性
教
育
の
新
た
な
考
え
方
と
具
体
的
実
践
の

方
法
が
示
さ
れ
て
い
て
、
今
や
性
教
育
の
国
際
的
指

針
と
な
っ
て
い
る
。
「
包
括
的
性
教
育
」
は
、
こ
の

指
針
に
則
っ
た
性
教
育
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
包
括
的

性
教
育
」
の
学
び
を
通
し
て
自
分
の
人
権
や
他
者
の

人
権
を
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も
自
身

の
生
き
方
を
学
ぶ
こ
と
に
も
な
る
。 

質
問…

藤
沢
市
で
は
教
員
研
修
講
座
に 

「
包
括
的
性
教
育
」
に
つ
い
て
学
ぶ 

講
座
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
市 

に
お
い
て
も
「
包
括
的
性
教
育
」
に 

関
す
る
講
座
を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。 

部
長
答
弁…

今
後
、
教
職
員
の
研
修
に 

「
包
括
的
性
教
育
」
の
要
素
を
扱
う 

よ
う
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。 

質
問…

「
包
括
的
性
教
育
」
は
鎌
倉
市 

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
プ
ラ
ン
が
目
指 

す
も
の
と
一
致
す 

る
。
担
当
の
受
け 

止
め
を
聞
く
。 

 

 

＜おもな議案の採決結果と竹田の賛否＞ 

陳情 20 号 市庁舎の深沢移転は行わないことを求

める意見書（竹田反対）→不採択   

陳情 29 号 政党機関紙の庁内勧誘行為の実態調査

を求める陳情（竹田反対）→採択  

補正予算 4 号（竹田反対）→可決 左記参照   

補正予算 5 号（竹田賛成）→可決        

令和 5年度鎌倉市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて（竹田賛成）→可決      

議会議案 2号 フェアトレードの取り組みを広げる

決議について（竹田賛成）→可決  

議会議案 3号 持続可能な学校の実現と子どもたち

の豊かな学びを保障することを求め

る意見書の提出について（竹田賛成） 

→可決 
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部
長
答
弁…

鎌
倉
市
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
プ
ラ
ン
が
目

指
す
社
会
に
貢
献
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。 

さ
い
た
ま
市
で
は
「
男
女
共
同
参
画
社
会
情
報
誌
」
の 

記
事
と
し
て
「
包
括
的
性
教
育
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て 

い
る
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、「
包 

括
的
性
教
育
」
が
果
た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
が
、
記 

事
か
ら
読
み
取
れ
る
。
市
民
へ
の
発
信
が
必
要
で
あ
り 

図
書
館
へ
の
配
架
も
必
要
で
あ
る
と
質
し
た
。 

質
問…

学
校
教
育
の
中
で
「
包
括
的
性
教
育
」
の
理
念

を
生
か
し
た
性
教
育
を
行
う
こ
と
は
、
市
が
目
指

す
「
共
生
社
会
の
実
現
」
の
素
地
を
作
る
こ
と
に

な
る
。
市
長
の
見
解
を
聞
く
。 

市
長
答
弁…

「
包
括
的
性
教
育
」
の
観
点
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
共
生
社
会
を
目
指
す
上
で
、
必
要
な
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
く
。…

 

 

              鎌倉市は 2007 年度から、小学校 16 

               校の給食調理業務を徐々に民間委託に 

               切り替えてきた。その理由は、委託化に 

より経費が安く済むからである。来年 4

月からは、委託校は１２校となり、直営校 

が 4 校のみとなる予定だ。補正予算第 4 号には、委託化の

経費が含まれているため、教育的観点から委託化に反対

する立場から反対討論を行った。 

<反対理由の概略＞この間、給食調理業務の委託化によ

り、学校現場に様々な課題が生じている。直営校の調理員

は、市の職員であるため、調理業務以外にも、子どもの学

びのために、柔軟に対応してくださっている。その一つが

「食育」だ。食育基本法第 3 条で示されている目的を果た

すためには、調理員と子どもたちとのかかわりは重要であ

る。子どもたちと一緒に調理に関わってくださり、子どもた

ちの「食育」の学びが深まっている。一方委託校の場合は、

仕様書に記載されている調理業務以外の一切の行為を求

めることができない。「食育」に関して学校間格差が生じ

ていないか危惧される。また、直営校の調理員は様々な学

校行事（運動会・全校遠足・卒業式や離任式など）にも参加

し、子どもたちとの交流も深まり、教員との情報共有がで

きる。卒業式や離任式では、直接子どもたちの感謝の気持

ちを聞いて頂くことができる。以上のような理由から、給

食調理業務の委託化は、教育的観点からいったん立ち止

まって再考することが必要であると考える。 

                      

給食調理業務の民間委託は、学校現場に 

何をもたらしたか？ 
補正予算（第 4 号）に反対討論を行いました。 

2024 年９月議会（9月 4日～10月 2日）報告 
 

鎌倉市議会議員 

こ
れ
か
ら
の
性
教
育
は
、  

 
 
 
 
 

一
般
質
問
① 

「
包
括
的
性
教
育
」の
理
念
を
生
か
し
た
も
の
に
。 
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 ＜意見書文 概略＞ 

今学校現場は、深刻な教員不足となっている。教 

員を目指し免許を取得しながら、教員になることを 

断念する若者が増加し、さらに病気休職者や早期退 

職者が年々増加することで、全国の学校現場では、本来配置するべ

き教員数を満たしていない「教員の未配置」という状況が生まれ、

その数も年々増加している。学校はどの子にとっても、安心して過

ごし、豊かに学べる場でなければならない。しかし、教員の未配置

により、４月に担任が決まらない学校もあり、１人の担任が２クラ

スの担任をしたり、専科教諭が配置できないため、担任が授業を穴

埋めしたり、中学校では、免許外教科を持たざるを得ない状況も生

まれている。このような状況下では、教員が一人ひとりの子どもた

ちに目が行き届きにくくなり、いじめや不登校に気づきにくくなる

など、子どもたちの心や豊かな学びに大きな支障を来すことになる。

この問題を解決するためには、教職員の勤務環境の改善、とりわけ

長時間労働の是正が喫緊な課題であり、最大な課題と言える。 

社会全体が勤務時間の適正化に向かう中、いわゆる「給特法」が

適用される教員については、長時間労働が常態化したままになって

いる。学校の働き方改革を進める観点から、具体的な「業務削減」

と、教員の業務負担軽減につながる「教職員定数改善」が必要であ

る。 

記 

学校の働き方改革推進のため、以下の事項を実施すること。 

１ 教職員の負担軽減を図る観点から、国として具体的な業務削減

策を示すこと。  

（１）部活動の地域移行をさらに進めること。 
（２）「カリキュラム・オーバーロード」の実態にあることから、学

習指導要領の見直しを行うこと。 

２ 教職員定数改善に取り組むこと。 
３ 自治体での取組が確実に進むよう、人の配置・確保も含め、推

進のための必要な財源確保等を行うこと。 

４ 教員のいのちと健康が守られる法制度の整備を図ること。 
５ 今後、勤務実態調査を行った上で、その結果 

に基づき必要な措置を講ずること。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を 
提出する。 

令和６年（2024年）10月２日     

 鎌 倉 市 議 会 

 

 

 

も
500
円
。
ど
の
家
庭
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
額
と
は
言
え

な
い
。
平
和
意
識
の
醸
成
を
目
的
と
す
る
市
の
事
業
で
あ

る
な
ら
ば
、
受
益
者
負
担
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。
無
料

で
あ
る
べ
き
だ
。
仮
に
無
料
と
す
る
場
合
、
40
万
円
が
必

要
で
あ
っ
た
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
鎌
倉
市
平

和
推
進
事
業
費
は
年
間
、
151
万
4
千
円
。
隣
の
藤
沢
市
の

事
業
費
は
1 3 1 0
万
６
千
円
で
、
９
倍
で
あ
る
。 

鎌
倉
市
が
全
国
に
先
駆
け
て
「
平
和
都
市
宣
言
」
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
鎌
倉
の
先
人
達
の
、
平
和
を
希

求
す
る
熱
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
今
、
鎌

倉
市
は
「
こ
の
思
い
に
恥
じ
な
い
平
和
推
進
事
業
が
行
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

鎌
倉
市
の
平
和
推
進
事
業
費
は
、 

藤
沢
市
の
な
ん
と
、
１
／
９ 

◆
子
ど
も
た
ち
に「
体
験
格
差
」
を
生
ん
だ
、
市
の
事
業 

 

鎌
倉
市
は
1 9 9 6
年
か
ら
25
年
間
、
市
民
と
協
働
で
「
平
和
推
進
事
業
」

を
行
っ
て
き
た
。
公
募
に
よ
る
市
民
委
員
で
構
成
さ
れ
た
「
平
和
推

進
実
行
委
員
会
」
の
果
た
し
た
役
割
は
実
に
大
き
い
。 

し
か
し
3
年
半
前
、
市
は
市
民
委
員
に
相
談
も
な
く
、
突
然
、「
平

和
推
進
実
行
委
員
会
は
休
止
す
る
」
と
通
告
を
し
た
。
理
由
は
「
若

い
人
を
呼
び
込
む
、
新
た
な
仕
組
み
を
検
討
す
る
た
め
の
休
止
」
と

説
明
さ
れ
た
。
休
止
か
ら
3
年
半
が
経
ち
、
現
状
を
確
認
す
る
た
め

に
一
般
質
問
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

 

質
疑
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
は
、「
若
者
を
呼
び
込
む
事
業
の
工
夫
は

し
て
き
た
が
、
新
た
な
仕
組
み
が
未
だ
見
え
て
い
な
い
こ
と
」「
一
部

の
市
民
団
体
や
若
者
団
体
に
、
事
業
の
計
画
や
運
営
を
相
談
し
、
い
く

つ
か
の
事
業
を
任
せ
て
き
た
こ
と
」「
そ
れ
以
外
の
事
業
は
、
担
当
課

で
事
業
計
画
を
立
て
て
い
た
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
は
、
市

が
こ
れ
ま
で
大
切
に
し
て
き
た
、「
市
民
協
働
」
と
言
え
る
の
だ
ろ
う

か
。
一
部
の
市
民
を
巻
き
込
ん
で
、
平
和
推
進
事
業
を
行
う
の
で
あ
れ

ば
、
市
民
公
募
に
よ
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
。
市
民
の
納
得
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

ま
た
、
８
月
30
日
、
鎌
倉
芸
術
館
で
、
市
の
平
和
推
進
事
業
と
し

て
「
み
ん
な
と
も
だ
ち
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
た
。
チ
ラ
シ
は
全
小

中
学
校
の
児
童
生
徒
に
配
ら
れ
た
が
、
入
場
料
は
大
人
3 0 0 0
円
、
子
ど

も 

持続的な学校の実現と子どもたちの豊かな学び

を保障することを求める意見書 
 総員の賛同を得て可決し、国に送付されました。 

 

 

一
般
質
問
② 

 

     


